
倭寇とモンゴル帝国史
～海洋の渡海民と大陸の遊牧民～
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指導教員 ：金美徳 水盛涼一

第13期社会工学研究会
アジアダイナミズム班

わこう



✔アジア班が目指す論文は、歴史の視点から現代・将来を展望する

✔文献研究とフィールドワークを中心に研究活動を行う。

✔歴史的観点、経営組織論、国際経営論からも分析

✔フィールドワークは社会情勢や訪問先の都合等も踏まえ計画

✔2020年は新型コロナウイルスによる世界的な感染拡大を踏まえ、

パンデミックの歴史研究を通じ、ポストコロナの世界を考えた。

研究目的・方法

2021年度のテーマは・・・・・倭寇
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2017年～2020年 論文の結論

得られた示唆
1. 大帝国の属国でありながらも自らの価値を最大化する立ち回り
2. 柔軟な思考と強固なアイデンティティによる国家（組織）維持

得られた示唆
1. パンデミック発生時における人間の心情・行動変化
2. 現代に活きる日本人特有の衛生観念と気質・文化

2019

2020

「モンゴル帝国の興隆と衰退」総244頁
得られた示唆

1. 拡大から縮小過程の生き方：成長だけではない生き方
2. リーダーの資質：資質とガバナンスの低下
3. 祖国という感覚が薄いからこそ世界統一ができたのか

「モンゴル帝国と朝鮮半島」総84頁

2018

「パンデミックのユーラシア史とポストコロナ」総118頁

2017 「モンゴル帝国のユーラシア興隆史」 総107頁
得られた示唆

1. 「経済連携」による「平和と安定」
2. リーダーの「思想」と「視野」
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2021年のテーマ（モンゴル帝国史5年目）

現代の保護貿易路線と当時の貿
易状況を照らし合わせつつ、過去

のモンゴル研究を活かし、倭寇

を研究する

下記図を基に問題意識を抽出

貿易相手国の社会・経済・
文化・国際観念など

「境界人」マージナルマン
の実態と変容

日本の社会・経済・文化・
国際観念など ソマリア・イギリスなどの

海賊山賊の成立基盤

大陸国と
周辺国の
国内事情
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テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
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問題意識（合計15件）
１．中世の武装貿易商人 倭寇
⮚ 王直とは何者〖谷ヶ崎〗
⮚ 「境界人」として、アデンティティとは何なのか〖田中〗
⮚ 媒介という観点から見たマージナル・マン〖羽田〗
⮚ マージナル・マンが当時の日本国の政治に及ぼした影響〖森田〗

２．大陸国と周辺国の国内事情
⮚ 【中国】後期倭寇の南方中国人と、華僑の始まりとの関連性はあるの〖光永〗
⮚ 【中国・モンゴル・朝鮮】歴史の分岐点をつくった李成桂は、モンゴル（北元）中国（明）女真族（満州）倭寇とどの様に向き

合い、対峙・対処してきたのか〖光永〗
⮚ 【朝鮮】他の国から日本（対馬）はどういった認識だったのか〖天野〗
⮚ 【琉球】周辺国がもたらした琉球・奄美への影響〜思想・文化・言語の形成〜〖森〗

３．日本の国内事情
⮚ 日本から見た倭寇はどのような位置づけになっていったのか〖田中〗
⮚ 日本において倭寇が果たした役割〖井内〗
⮚ 倭寇は善か悪か、倭寇以外にもこのような位置付けの民族は日本にいたのか〖山内〗

４．過去現在の世界の海賊
⮚ 海賊の存在が経済活動にどのような影響を与えてきたか〖三田〗
⮚ ビジネスマンという視点から見る海賊〖山埜〗
⮚ 民衆から見た海賊への印象の変化〖森〗
⮚ ソマリランドの海賊から倭寇を俯瞰して見えるものとは。時代が生む海賊について〖北山〗
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関連年表（13～16世紀）
世紀 中国・モンゴル帝国 高麗・朝鮮 日本

13世紀 1252年 ビルマよりペスト流入

1271年 元 建国
1223年 『高麗史』に倭寇の記事
がはじめて記載される
1244年 日本船高麗に漂着、略奪

1274年 文永の役
1281年 弘安の役
1297年 徳政令を発令

14世紀 1305年 元が5つに分裂
1363年 倭寇が蓬州を襲う

1368年 明 建国
1383年 明で海禁の制を厳重
にする

1358年 高麗では倭寇により財政
が窮乏
1372年 琉球の中山王が明に朝
貢
1392年 高麗が滅亡し

李成桂即位

1350年 倭寇が高麗の各地を襲
う（倭寇の活動が激化）
1366年 高麗の使者が出雲に着
岸し、室町幕府に倭寇の禁止を
要求

15世紀 1404年 室町幕府と国交回復、日
朝貿易が盛んになる

1419年 応永の外寇
1467年 応仁の乱がはじまる

16世紀 1510年 三浦の乱が起こる 1523年 寧波の乱
1543年 種子島に鉄砲が伝わる

1592年 文禄・慶長の役
出典：倭寇海の歴史（田中健夫）倭寇関連年表より筆者作成
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日
本

中
国

朝
鮮

沖
縄

鎌
倉

室町

南北朝 戦国

安土桃
山

元 明

高麗 朝鮮（李氏朝鮮）

三山時代
（北山・中山・南山）

琉球王国

時代背景

前期倭寇

14～15世紀

後期倭寇

16世紀

１４世紀 １５世紀 １６世紀

出典：「東アジアと志布志城の関係年表」（志布志市教育委員会『国指定史跡「志布志城跡」』2014年4月1日改訂）より谷ヶ崎作成
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倭寇とは
⮚一般的に認識されている「倭寇」は、

〔A〕 14～15世紀の倭寇（主に海賊活動）と、

〔B〕 16世紀の倭寇（主に密貿易活動）とに大別

⮚倭寇は東アジアの沿海諸地域を舞台とした海民集

団の一大運動であり、構成員は日本人に加え、

朝鮮人・中国人・ヨーロッパ人

⮚倭寇の活動は東アジア諸国の国内事情を母体と

し、国際関係の歪みを引き金として発生
（ 〔A〕蒙古の高麗侵入による進奉貿易の断絶／

〔B〕明の海禁政策による密貿易化）

⮚中国大陸・朝鮮半島・日本列島・琉球列島・台

湾・フィリピン・南方諸島地域の諸国人民と歴
史に関わりながら消滅していった 出典：東京大学史料編纂所の所蔵「倭寇図巻」富豪宅から獲物を持ち出す倭寇たちか
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14～15世紀の倭寇
行動目標 ：米穀などの生活必需品、ヒト

活動地域 ：高麗（朝鮮）の南部沿岸

⇒ 内陸・奥地への深侵入、明沿岸・・・朝鮮と交互

根拠地 ：対馬・済州島

人数規模 ：兵数〜3,000／船数〜400余隻 ・・・大規模なもの／騎馬隊有り

構成 ：倭人*1〜2割、沿岸地域の賤民*倭服・倭語を用いる海民、高麗・朝鮮人含む

〔対抗措置〕
朝鮮による倭寇の懐柔策①投化倭人

内容 ：官職に取り立て〔日本居住者含む／接待・貿易権利〕

⇒朝鮮政府中枢へ進出

構成 ：対馬・壱岐・松浦の出身者等

対応 ：倭人同士で連携出来ないよう各州群に分置

②使送倭人・興利倭人

内容 ：使人として認定／商業活動許可者として認定

構成 ：西日本諸大名（海賊大将軍）の家臣等

・・・対馬宗氏、九州探題渋川氏、肥前松浦党の諸氏、筑前宗像社、薩摩島津氏等

対応 ：開港場としての三浦〔富山浦・乃而浦・塩浦〕 ⇒倭人居留地

③もとのまま海賊

⇒中国大陸へ ・・・〔対抗措置〕明による「沿岸警・防備の厳重化／日本への外交折衝」

前期倭寇

14世紀〜15世紀の日本は、

鎌倉幕府滅亡期であり、モン

ゴル時代の富の残影を求め、

武装勢力（倭寇）が海賊行為

を行っていました。
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16世紀の倭寇

〔対抗措置〕
明による倭寇対策

行動目標 ：密貿易の調停、諜報活動 ＋官憲対策のため武装 ⇒癒着・略奪・侵寇

活動地域 ：中国大陸沿岸〔浙江・福建・広東〕 ⇒フィリピン・南海地域

根拠地 ：五島・薩摩・平戸（日本）、中国大陸沿岸、琉球（沖縄本島・台湾）

人数規模 ：兵数50,000〜60,000／船数〜1,000余隻

構成*       ：明人主体、倭人、朝鮮人、ポルトガル人
*明官憲が自分の功績とするために明の盗賊やポルトガル商人も倭寇とひとくくりにしていたケース有り

①警備強化

内容 ：沿海の要衝に築城・官兵配置、沿海住民の内陸部疎開（清野の法）

効果 ：一部地域での一時掃討も、倭寇からの反撃あり一進一退の攻防

②倭寇首領の説得・謀略

内容 ：最大勢力であった王直（倭寇国の王）に海禁を緩め、貿易を許すと説得

結果 ：望郷の念に駆られた王直は明政府に投降（後に斬首）

効果 ：王直の就縛が他の倭寇集団に失脚につながり、弱体化 ⇒転戦の末消滅へ

③海禁令の解除

背景 ：倭寇の主原因が海禁と深い関係を持っていることが世論によって指摘された

結果 ：200年続いた海禁令を解除*（中国内地人の海外渡航許可・密貿易の公許化）
*南海方面への出航貿易に限定、日本渡航と禁制品の海外帯出は継続禁止

後期倭寇

足利義満の明朝服属・日本国

王拝受も今は昔、貿易をめぐ

る現地での暴力行為が原因で

国営貿易は途絶。ふたたび密

貿易の時代へ。中国側はいよ

いよ富裕になり、周囲からそ

の富を狙われている。
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出典：倭寇の侵略地と根拠地 ©日本大百科全書（ニッポニカ）

倭寇の活動地域

（現在でいう）

日本・韓国・中国・台湾の

沿岸部・海域
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テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
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１章 中世の武装貿易商人 倭寇

１.倭寇の原点と実像 （担当：谷ヶ崎）

２.中世倭寇の活動と実態 （担当：羽田）

３.中世倭寇の影響力と爪痕 （担当：森田）

ー 日本の古代海人族から中世倭寇国の王・王直に至るまで

ー 航路から紐解く交易手段と支配圏

ー 史料に残された記述から推察する中央政府と後世へのインパクト
～アウトローが築いた国家のルール
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１章 中世の武装貿易商人 倭寇

１.倭寇の原点と実像 （担当：谷ヶ崎）

ー 日本古代の海人族から中世倭寇国の王・王直に至るまで

中世倭寇国の王・王直

キーワード：「遊民の徒・智略」
「教養」「調停者」「倭寇国の王」

・智略に富み、人に惜しみなく施し、
信望は厚かった

・部下2,000余人を擁し、豪奢な屋敷
に住み、港には300余人を乗せる
大船をうかべていた

・学問もあり計数にも明るく、衆望
をあつめる性格をそなえていた

・来航商人の宿所や倉庫、売買斡旋、
業者の保護を援助した

・日本商人のみならず中国商人や
ポルトガル商人の業務をも代行した

関係の可能性を
検証・考察中…！

九州を拠点とした
安曇氏・宗像氏等

・航海、漁労など海上において活動し
4世紀以降は海上輸送で力をつける
こととなった

王直
中世16世紀の時代に活躍
＜生年不詳－1560年没＞

海人族
（かいじんぞく、あまぞく）
弥生BC5世紀〜3世紀に活躍

日本古代の海人族(海神族)
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１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２.中世倭寇の活動と実態 （担当：羽田）

ー 航路から紐解く交易手段と支配圏

15

【海賊行為を行う倭寇】

そもそも前期倭寇の出現及び、海賊行為の増長はモンゴル帝国の衰退、東ア
ジアの秩序が崩れたことが大きい。ここで注目したいのは、前期倭寇の海賊
行為が100年を超える長期に渡ったことである。海上貿易に対する倫理観が
確立されていなかったのではないかと考えられる。

右図は朝鮮における前期倭寇の活動であり、海賊行為は海上や海岸付近に限
らず、内陸部にまで侵入していることがわかる。倭寇の海賊行為を逃げるべ
くして、内陸部に移動した朝鮮人追い内陸部まで侵入していたという文献が
ある一方、内陸部への侵入回数や、海岸付近の人が居ない地域から盗むに限
らず、あえて内陸部に侵入した意味は多角的に考えられる。

また、南シナ海（アラブ・ペルシア系ムスリム・華人…）の海上貿易は、東

シナ海（日本・朝鮮・東南アジア）の海上貿易より発展しており、東シナ海
における海上貿易のノウハウは、日本人・朝鮮人・華人が南シナ海の商船に
一緒に乗って学んだという。故に、海上貿易のノウハウが前期倭寇のころは
確立されていなかった可能性がある。

参考文献：「海の歴史」P42
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１章 中世の武装貿易商人 倭寇

ー 史料に残された記述から推察する中央政府と後世へのインパクト
～アウトローが築いた国家のルール

３.中世倭寇の影響力と爪痕 （担当：森田）

https://map.sogou.com/?p=4003100

0より「诏安县」を検索

【海賊とのつながりが公に存在していた地域の事例】
中国の詔安県（しょうあんけん）の沿海地域に位置する
梅嶺（ばいれい）では密貿易経営を行うとともに海賊勢
力とも結びついていた。

なぜこのような地域が存在していたのか…？
詔安県は山や岩で八方塞がりの地域であり、唯一この県
にアクセスできるところは海（湾）だけであった。
つまり…
山や岩が天然の要塞となり悪人どもの行いを手助けする
ことにつながった。

郷里で暮らす者たちは、海賊となった親族を恥じること
なく資金が送られてくることを地域社会の中で得意気に
自慢していたという。

https://map.sogou.com/?p=40031000


テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
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２章 大陸国と周辺国の国内事情

出典：倭寇の侵略地と根拠地 ©日本大百科全書（ニッポニカ）

高 麗：①対馬をどう認識していたか
李氏朝鮮 ②李成桂と倭寇•モンゴル•明•満州
（朝鮮） との対峙
担当者：天野・光永

琉 球：①他国との交易によりもたらされた
台 湾 文化・習慣
奄 美 ②他国・倭寇への役割
担当者：森

元・明：①明と北虜南倭（北のモンゴル南の倭寇）

（中国） の攻防と貿易・外交問題
北元 ：②モンゴル・倭寇と華僑形成への
（ﾓﾝｺﾞﾙ） つながり
担当者：光永

明

北元 李氏朝鮮

琉球 台湾 奄美
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前期倭寇（14・15世紀）とモンゴル帝国の繋がり

出所：世界史の窓

朝鮮半島への前期倭寇発生の土壌

8月8日 フィールドワーク ： 信州大学・豊岡氏

「モンゴル帝国・元の財政失敗が前期倭寇の背景にあり」

13世紀中頃迄：進奉船（日本船）による高麗国との貿易活
動
1251年～1259年：モンゴル帝国の高麗侵攻
1274年：文永の役（蒙古襲来）
1281年：弘安の役（蒙古襲来）

高麗国と日本の貿易が途絶える

双城総監府

前期倭寇の活発な活動と高麗国の国内事情

1350年：前期倭寇の発生 → 活動が活発に
1356年：高麗国はモンゴル帝国からの独立を図る

・元から「双城総監府」を武力で奪還
1359年：紅巾賊の高麗侵攻

高麗国内の混乱期



後期倭寇（16世紀）とモンゴル帝国の繋がり・華僑の初期的存在

出所：世界の歴史まっぷ

1429年：南京→北京遷都
1449年：土木の変 オイラト部
エセン・ハンが正統帝を捕虜に
1550年：庚戌の変 タタール部
アルタン・ハンが北京包囲

北虜（モンゴル北元→オイラト・タタール）

～元末・明代とつながる、華僑の初期的存在～
①海禁罰則が貿易商人の帰国阻み定住
②1567年～生活の為の移住（貿易合法化・重税・人口増）

南倭（倭寇対策）

海禁 朝貢
貿易

大量の日本銀流入（密貿易）

後期倭寇の要因の１つ

海禁政策は、福建・広東の

沿岸沿いの民の死活問題
北辺防備軍事費・税の銀収

～国内『銀』の枯渇～

華僑社会の形成（東南アジア港湾都市：ﾏﾆﾗ・ﾎｲｱﾝ･ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ・胡椒港…）

北虜

南倭

華僑源流 1567年：隆慶帝（穆宗） 国庫立て直しの為、
倭寇とタタール（モンゴル）に貿易を認める柔軟策実施

「タタールと和議」「海禁解除、民間貿易認可」



琉球・奄美・台湾から見た倭寇

琉球：以前からヤコウガイ交易 カムイ焼きの生産、輸出
１３、１４世紀には３人の王が 15世紀に統一
他国と活発な交易 朝貢 馬・硫黄を輸出
倭寇の被虜人や漂着した朝鮮人を本国へ送還
倭寇が密貿易 倭寇が琉球国王を名乗り貿易を行う
奄美は日本本土からの流刑地、移住先にも
琉球から倭寇に参加した可能性も

台湾：統一されておらず、様々な原住民が暮らす
未開の地であり、密貿易の拠点
逃げた倭寇がたどり着く地
交易を行う原住民も
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テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
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3章 日本の国内事情

１.倭寇は善か悪か （担当：山内）

３.日本において倭寇が果たした役割（担当：井内）

ー 倭寇を作り出した日本の時代（文化）背景

ー 分国法・日本の法律 この時代の背景

ー 西日本諸大名との関係と倭寇の影響力

2.日本から見た倭寇の位置づけ （担当：田中）
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3章 日本の国内事情
2.日本から見た倭寇の位置づけ （担当：田中）

分国法 =>日本の当時のモノの考え方が反映している

例えば…「かね目録」の喧嘩両成敗。

『喧嘩した者たちは善悪を問題せず、両者とも死刑にする。もし相手が攻撃してきたとしても、我慢して、
さらに負傷した場合は、被害者側に原因があったとしてもその場を穏便に対処したことに免じて、勝訴とす
る。』(清水克之『戦国大名と分国法』)*一部現代語訳されている

この法からは当時の喧嘩がどういうものだったのか、当時の人々が激情的気質を
もっていたのかということが強く反映されている。当時の喧嘩は知人や縁者を巻
き込みで泥沼化することが多かった。他にも、「連座」や伊達家「塵芥集」の自
力救済の考え方から価値観が見えてくる。このように分国法などから日本人の当
時のモノの考え方を見ていきたい。



テーマ構成

１章 中世の武装貿易商人 倭寇

２章 大陸国と周辺国の国内事情

３章 日本の国内事情

４章 現在の世界の海賊
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４章 現在の世界の海賊

出典：アドリア海の海賊ウスコクP.12

ハプスブルク
帝国

オスマン
帝国

ヴェネツィア
共和国

セーニ

都合の良い海賊？

ウスコクとは？

活動時期 16世紀〜17世紀

活動場所 クロアティア セーニ

特徴

多数が無給の非正規兵

一部ハプスブルク帝国兵士として
給与を与えられた

暮らしていくために略奪
ただし、帝国に利得の一部を献上

精神世界
聖戦の使命感

＋
ウスコクの掟

具体的行動
暴力と報復によ
って、また外形
的に再生産され

た団結

目的
コミュニティ

（自分の部隊、
誇り高きセーニ

の町）
の存続

出典：アドリア海の海賊ウスコク2020,越村P220より筆者作成
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現代における海上輸送が拓いたグローバル化と海賊ビジネスが経済に与える影響 出典：外務省・防衛省ホームページ

出典：外務省ホームページより筆者作成
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４章 現在の世界の海賊 27
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信州大学人文学部 豊岡 康史准教授よりオンラインによる講義
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年間スケジュール

春
（中止）

研究発表資料（確認）
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年間スケジュール

秋
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今後のフィールドワーク(案)

インタビュー候補者名 候補者の所属等

村井 章介 元 立正大学文学部史学科教授

金 柄徹 慶應義塾大学文学部教授

榎本 渉 国際日本文化研究所センター 准教授

近藤 浩一 東京大学大学院人文社会系研究科 韓国朝鮮文化研究

高田 貫太 総合研究大学院大学文化科学研究科 教授

木村 清 株式会社 喜代村 代表取締役

桃井 治郎 清泉女子大学 准教授
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